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Ⅱ 連携・交流事業 

 
１）地域交流事業 

 

連携・交流事業１  

『源氏物語』紫の上の和歌と「祈り」～自分らしい生き方とは～ 

 
主 催：岐阜市女性センター 

開催日時：令和 3年 10 月 16 日（土）10：30～12：00 

会   場：岐阜市ハートフルスクエアーG 中研修室 

受講者数：約 30 名 

 

本講座では『源氏物語』中に詠まれている紫の上の和歌の表現方法を探り、生涯におけるさ

まざまな局面に表れた心の動きを読み解いた。紫の上の歌の詠みぶりを人生終盤に語られる

「祈り」に通じるものととらえ、そこから現代人が「自分らしい生き方」を探るためのヒント

を提案した。 

物語中、紫の上は生涯に 21 首の和歌を詠んでいる。その特徴のひとつとして、先行研究で

は、他のほとんどの女君が和歌に詠んでいる「憂し（辛い）」という語を、紫の上は一度も用い

ない点が指摘される。実際の紫の上の人生は、光源氏の庇護のもとで生きるしかない女性の苦

悩に満ちたものであったにもかかわらず、その歌では常に冷静に、淡々と自身の置かれた状況

が綴られる。正妻になれず社会的に妻としての保証が与えられない苦悩を「辛い」と言う代わ

りに、自身の立場を自然に託して表現し、そこから気づきを得ていく紫の上の和歌には、常に

自らを客観的に見つめる視点が存在する。こうした紫の上の和歌を、また先行研究でその意味

が探求されている「祈り」へとつながる作業ととらえた。 

「若菜下」巻で、女三の宮が光源氏の正妻となった後の紫の上は、 

心にたへぬもの嘆かしさのみうち添ふや、さはみづからの祈りなりける 

（私自身の心にとても耐えきれない、何か嘆かわしいことばかりが離れずにいるのは、 

それが自分自身の祈りになっているのでした）（小学館『新編日本古典文学全集』より） 

と述べる。神仏に幸を請い願う「祈り」は苦しみや悩みと切り離せないものであり、苦悩こそ

が人生の支えであるという気づきは、和歌の中で自らを客観視し続けた営みから生まれたもの

といえる。紫の上の歌の軌跡は「祈り」を他者への共感や愛に発展させた「自分らしい」人生

の軌跡でもある。以上の観点から、乱世を生きる現代の私たちが「自分らしい生き方」を模索

する上でも、自らを客観的にみつめ、気づきを高める姿勢の重要性を示した。 
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Ⅱ 連携・交流事業 

 
１）地域交流事業 

 

連携・交流事業２ 

本巣ジビエ（鹿肉）と徳山唐辛子を使ったメニュー考案 

 
主 催：本巣市×mintoup 

開催日時：令和 3年 10 月 1 日（金）～ 11 月 30 日（火）（お店でのメニュー提供期間） 

会   場：本巣市を始め、近隣の飲食店 

 

食物栄養学科では、本巣市から、４回目を迎えたグルメスタンプラリー「シビれ

るグルメ DX」へのメニュー開発の依頼を受け、本学科の３名の学生が挑戦した。具

体的には、本巣ジビエ（鹿肉）と幻の徳山唐辛子を使ったメニューの考案で、各自、

試行錯誤の末、メニューを完成させ、作品を応募した。選考の結果、応募した３作

品は見事、当選し、さらに地元の飲食店の協力を得て、オリジナルメニューが完成

し、お店のメニューに加わった（下の写真）。なお、そのうち１作品「ジビエれん

こんはさみ揚げ定食」（下の右端の写真）は、その後の最終審査で、上位入賞メニ

ューの５位に入り、輝かしい成績を収めた。 

メニュー開発に挑戦した学生たちの感想であるが、完成したオリジナルメニュー

が実際にお店のメニューに加わることへの達成感と喜びはひとしおであったが、商

品開発の難しさも併せて知ったとのことである。 
この貴重な体験を活かして、人間的にさらに成長していってもらいたい。 
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Ⅱ 連携・交流事業 

 
１）地域交流事業 

 

連携・交流事業３ 

地域交流事業 柳ケ瀬ハンドメイドコンテストへの参加 

 
担 当 者：生活デザイン学科 教 授 福村 愛美、准教授 中谷 友机子 
              助 教 柴田 佐和子、准教授 太田 幸一 
主 催：柳ケ瀬通一丁目商店街振興組合 

後  援：岐阜柳瀬商店街振興組合連合会  

     岐阜県教育委員会 

     岐阜市教育委員会 

     岐阜商工会議所 

開催日時：令和 3年 9月 13 日（月）より応募開始（10 月 31 日（日）応募〆切） 

     令和 3年 11 月 21 日（日）審査結果発表会 

会   場：柳ケ瀬通一丁目特設ステージ 

参加者数：生活デザイン学科 FD 専修 1年生 8名 

 
 「柳ケ瀬ハンドメイドコンテスト」は、近年ハンドメイドに力を入れている柳ケ

瀬商店街を元気づけようと企画されたコンテストである。今年は第 2 回目である。 
「スカート部門」と「トップス部門」と「編み物 or 刺繍部門」で構成されており、

本学は「スカート部門」と「編み物 or 刺繍部門」に取り組み、リメイクやオリジ

ナル作品の制作を行い、学生 8 名が参加した。 
 審査の結果、FD 専修 1 年生の松浦萌さんが『スカート部門審査員特別賞』を受

賞した。                                                                                                                 



Ⅱ 連携・交流事業 
 

１）地域交流事業 

 

連携・交流事業４  

岐阜市立女子短期大学 生活デザイン学科 

  2021 年度活動展 『生活のデザイン展』 

 

担 当 者：生活デザイン学科 助教 柴田 佐和子 

開催日時：令和 4年 2月 17 日（木）～令和 4年 3月 17 日（木） 

会   場：モレラ岐阜 

 

学科の特色や近年の様々な取り組みを地域に発信するため、令和 3 年度の卒

業研究・制作の選抜展示（ファッション／建築・インテリア／ヴィジュアル分野

の作品計 11 点）および、地域貢献事業や産学連携事業などの学外プロジェクト

活動の成果をパネル形式で展示した。今年度初の取り組みとして、大型商業施設

での展示を実施した。幅広い年齢層が立ち寄るショッピングモールに展示した

ことで、より多くの方に学科の活動を知っていただく機会となった。また、展示

期間中の 2月 26 日には、モレラ岐阜のイベント事業の一環として進学ガイダン

スおよびワークショップを実施し、多くの方に参加していただくことができた。

なお、本事業の様子が中日新聞で取り上げられた。 
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Ⅱ 連携・交流事業 

 
１）地域交流事業 

 

連携・交流事業５ 

地域活性化イベント「ひつじサミット in 尾州」  

関連事業『手織りでおしゃれなミニタペストリー 作り』 

 
担 当 者：生活デザイン学科 助教 柴田 佐和子、教授 福村 愛美 

主 催：岐阜県毛織工業協同組合 

開催日時：令和 3年 10 月 30 日（土）10：00～11：30 

会   場：テキスタイルマテリアルセンター 

受講者数：5組（約 10 名） 

 

一宮市から羽島市にかけた羊毛の産地である尾州産地の地域活性化イベント「ひ

つじサミット in 尾州」の関連事業として、岐阜県毛織工業協同組合内にあるテキ

スタイルマテリアルセンターにおいて、手織りでつくるミニタペストリー作りのワ

ークショップを実施した。 

親子を対象とした講座であったことから親子で協力し、さまざまな色の毛糸や羊

毛フェルトを織り込み作品を制作した。初めて手織りを体験する受講者ばかりで色

選びやデザインに悩む姿も見られたが、全員が時間内に完成することができた。 
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Ⅱ 連携・交流事業 

 
１）地域交流事業 

 

連携・交流事業６ 

羊サミット「せんい団地の渋ビルさんぽ」イベント 

一宮市ワークショップ開催「ニードルフェルトワークショップ」 

 
担 当 者：生活デザイン学科   

准教授 中谷友机子、准教授 太田幸一、名誉教授 村上眞知子 
中谷研究室 課題研究学生達 2 年生 6 名 

主 催：せんい団地活性化委員会 

開催日時：令和 3年 10 月 30 日（土）1部 10 時 00～11 時 30 分 

                  2 部 13 時 00～14 時 30 分 

会   場：ササキセルム㈱本社ビル１階 

受講者数：1部約 20 名 

     2 部約 15 名 

 

ウール生地の産地「尾州」では、毎年、羊をテーマに工場見学やワークショップ 
の開催、さらに、ウール関連ファッション商品のショッピングや美味しい飲食など、

様々なコミュニケーションを通して、ウールの価値を高めていく活動「羊サミット

尾州」を開催しています。そのイベントの一部として、本学が参加し「ニードルフ

ェルトワークショップ」を開催させて頂きました。ウールの特徴を活かして、ニー

ドルフェルト技法でオリジナルな柄を付着させ、壁掛けを制作して頂きました。 
参加者はとても素敵な壁掛けを制作されていました。 
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Ⅱ 連携・交流事業 

 
１）地域交流事業 

 

連携・交流事業７ 

柳ケ瀬サンデービルヂングマーケットへの参加  

 
担 当 者：生活デザイン学科 
     准教授 中谷友机子、教授 福村愛美、准教授 太田幸一 
     助教 柴田佐和子 
主 催：サンデービルヂングマーケット実行委員会 

開催日時：令和 3年 11 月 21 日（日）10：00～16：00 頃迄 

会   場：ぎふ・柳ケ瀬商店街 

受講者数：FD8 名、VD2 名、ID1 名、教員 4名 

 

ぎふ・柳ケ瀬商店街は、喫茶店や映画館、また、高島屋百貨店や専門店などが続

くレトロな商店街です。現在も「ひと」「もの」「空間」が文化として根強く存続し

ている「ライフスタイル商店街」といえます。サンデービルヂングマーケットは、

ぎふ・柳ケ瀬商店街の活性化活動として定期的に開催されています。本学は課題研

究授業の一環として、学生が製作した作品（商品）を、マーケットで販売する目的

として参加させて頂きました。この授業研修は、学生が作品（商品）を製作して、

それに価格を付けて、マーケットで販売する、この過程を体験とともに学びを得る

目的として参加しました。学生達は積極的に取り組んでいました。 
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Ⅱ 連携・交流事業 

 
１）地域交流事業 

 

連携・交流事業８ 

宮浦晋哉氏のファッションセミナーへの参加 

 
担 当 者：生活デザイン学科 
     准教授 中谷友机子、助教 柴田佐和子、名誉教授 村上眞知子 
主 催：岐阜県毛織工業協同組合  

開催日時：令和 3年 12 月 14 日（火）13：30～15：00 

会   場：岐阜毛織会館 会議室３階 

受講者数：全約 50 名 

     本学 FD1 年生 8名、教員 3名 

 

 「繊維産業をもっと良くしたい～日本の産地と若手デザイナーの架け橋～」を

テーマに、講師の株式会社糸偏（セコリ壮、産地の学校）代表取締役 宮浦晋哉氏 

のセミナーを聴講しました。宮浦晋哉氏は、繊維産地とデザイナーや企業をつな

ぐファッションキュレーターとして活躍されています。 

様々な産地の課題解決策を探究され、その問題点や今後の課題、さらにソリュ

ーション事業の設立活動などを御説明頂きました。 

テキスタイル業界の後継者不足や産地の技能がまだ把握されていない現状を、

次世代にどのように伝え発信していくのか、大きな課題が迫っています。発信を

強化できる構造がいかに大切かを、産地に関わる一人一人が理解する必要がある

ことを認識できました。学生達も深く認識する機会が出来たと考えます。 
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Ⅱ 連携・交流事業 

 
１）地域交流事業 

 

連携・交流事業９ 

イオンモール各務原マーケティング研修 

 
担 当 者：生活デザイン学科 准教授 中谷友机子 
主 催：岐阜市立女子短期大学  

     （ファッションマーケティング授業、ファッションデザイン演習Ⅰ授業） 

開催日時：令和 4年 1月 6日（木）13：00～18：00 分頃迄 

会   場：イオンモール各務原内の店舗 

受講者数：FD1 年生 8名 

 

生活デザイン学科の専門教育科目「ファッションマーケティング」「ファッショ

ンデザイン演習Ⅰ」（木）の学外研修として、イオンモール各務原内店舗での調査・

分析を実施しました。 
 ファッションマーケティング授業では、前半、2021 年秋冬ファッション傾向の 

コンセプト・ターゲット・テイスト・シルエット等の分析を行ってきました。現在 

の 2021 年秋冬ファッション傾向、2022 年春夏への流行志向・カラ―分析・店舗構 

成など、実査で確認・認識を行いました。さらに、最終課題の調査マップ制作に役 

立てる事を目的とし調査・分析を行いました。 

 ファッションデザイン演習Ⅰ授業では、様々なテーマによるデザイン画を制作 

してきました。今回のマーケティング研修において、調査・分析の結果、ファッ 

ションの流行からデザインに落とし込むディテールやアイテム、テキスタイル、 

シルエットなどを把握し、最終課題のデザイン画制作に役立てる事を目的とし実 

施いたしました。 

 学生たちは真摯に調査・分析を行い、実査の大切さを実感していました。 

 
    
 
 
 
 
 
 



1 

Ⅱ 連携・交流事業 

 
１）地域交流事業 

 

連携・交流事業１０ 

ヤマザキマザック美術館での鑑賞研修 

 
担 当 者：生活デザイン学科 准教授 中谷友机子 
主 催：岐阜市立女子短期大学 生活デザイン学科  

     ファッションデザイン論授業 FD・ID 専修 1年生参加 

開催日時：令和 4年 1月 8日（土）14：00～18：00 

会   場：ヤマザキマザック美術館 

受講者数：14 名（引率教員 1名） 

 

ヤマザキマザック美術館は「四季折々の情景」をテーマに、令和 3年 10 月 29 日

（金）から令和 4年 2月 27 日（日）まで開催されています。 

「ファッションデザイン論」授業の学外研修として展示を鑑賞いたしました。 

現代作家 9名の作品と、美術館に所蔵されているアール・ヌーヴォーのガラスや

家具とともに展示されている四季折々に広がる自然情景の再現を鑑賞しました。 
 ヤマザキマザック美術館は、アール・ヌーヴォーの代表的な作家であるエミール・ 
ガレ（フランスの工芸家 1846 年 5 月 4 日―1904 年 9 月 23 日）をはじめとする 
様々なガラス工芸品、家具、棚や椅子、テーブル、暖炉などが展示されています。 
 19 世紀末から 20 世紀初頭にかけてヨーロッパを中心に開花した美術運動アー 
ル・ヌーヴォーは、現在でもファッションの基盤として存続しています。 
 学生たちは、教科書でのアール・ヌーヴォー作品とは別に、本物のエミール・ガ 
レの作品や様々な絵画の作品を目の前にして、その技術の素晴らしさに感銘をして 
いました。また、今回は、15 時から 15 時 50 分の学芸員ガイドツアー（学芸員吉 

村有子氏ガイド、参加費無料）に参加し、15 時 50 分から 16 時 30 分の絵画音声ガ 

イドによる自由研究、その他、各自の自由研究を行い、充実した美術館作品鑑賞に 

なりました。 
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Ⅱ 連携・交流事業 

 
１）地域交流事業 

 

連携・交流事業１１ 

 

第 31 回ア・ミューズ岐阜  

スチューデントプレビューショー(学生ファッションショー)への参加 

 
担 当 者：生活デザイン学科  

准教授 中谷友机子、助教 柴田佐和子 
     教授 福村愛美、 准教授 太田幸一 
主 催：一般社団法人 岐阜ファッション産業連合会 

     ア・ミューズ岐阜委員会 

後  援：岐阜県、岐阜市 

開催日時：令和 4年 3月 2日（水）10：00～12：00 リハーサル 

                17：00～18：30 本番 

会   場：じゅうろくプラザ２F 

受講者数：FD1 年生 6名、引率教員 4名 

 

ア・ミューズ岐阜は 31 回目を迎えます。新型コロナウイルス感染症の第六波が

拡大し、まだ終息の先が見えない環境の中、ファッション業界や社会・市場は、と

ても不安定な状況が続いています。しかし、ファッションを通じて明るく元気な世

の中にしたいという目的で開催されました。今回は、2021 年度ファッション専修

卒業生の作品をファッション専修 1年生が着用し、さらに、ドレスアップしたショ

ー構成で出演させて頂きました。また、1年生自身のオリジナル制作作品も披露さ

せて頂きました。 

今回のスチューデントプレビューショーの参加において、学生たちの若い活気あ

ふれた作品の数々を発信させて頂き、学生たちも岐阜アパレル業界の活性化と商業

活動に、とてもいい経験と貢献ができたと考えます。 
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Ⅱ 連携・交流事業 

 
１）地域交流事業 

 

連携・交流事業１２ 

モレラ岐阜「モレランド 2021」SDGｓワークショップ 

「古着を使ってコースターをつくろう！」 

 
主 催：モレラ岐阜  

開催日時：令和 3年 7月 24 日（土）11：00～15：30 

会   場：モレラ岐阜 1F ホワイトプラザ（岐阜県本巣市三橋 1100） 

受講者数：約 10 名 

 

「モレランド 2021」はモレラ岐阜が実施する地域貢献イベントで、「SDGs」に

ついてワークショップの体験などを通じて SDGs に触れる「きっかけ」を提供す

るイベントである。今回協力依頼があり、材料学研究室の環境に関する取り組みを

紹介することを通して、学科や専修、さらに本学の宣伝も兼ね、ワークショップを

実施した。T シャツやブラウスなどの古着を元に裂き織の技法でコースターを作成

するワークショップで、古着のリユースについて紹介した。まん延防止等重点措置

が解除されたことを受け新型コロナウイルスの感染防止の対策をしっかり行った

うえでワークショップを実施することとなった。 
夏休み初めの土曜日しては比較して人通りは少ないものの、親子連れなどがブー

スを訪れ、コースター作成を体験していった。 
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Ⅱ 連携・交流事業 

 
１）地域交流事業 

 

連携・交流事業１３ 

地域交流事業 マザーズコレクションでの入選及び特別賞 

 
担 当 者：生活デザイン学科 准教授 中谷 友机子 
              教 授 福村 愛美 
              助 教 柴田 佐和子 

准教授 太田 幸一 
主 催：一般社団法人岐阜ファッション産業連合会 岐阜マザーズコレクション

コンテスト委員会 

後  援：岐阜市  

開催日時：令和 3年 6月 7日（月）より応募開始（9月 28 日（火）応募〆切） 

     令和 3年 12 月 5 日（日）審査結果発表会 

会   場：岐阜市長住町 5-7-5 

参加者数：生活デザイン学科 FD 専修 2年生 12 名 

 
 第 11 回マザーズコレクションコンテストが今年は開催された。ねんりんピック

岐阜 2021 と同時開催でファッションショーの予定であったが、コロナ感染拡大で

それは中止となった。しかしマザーズコレクションコンテストは行われ、生活デザ

イン学科・ファッション専修 2 年生の学生 12 名が参加した。 
 審査の結果、FD 専修 2 年生の河原葉月と西脇杏菜が入選し、下垣内あいさんが

特別賞を受賞した。                                                                                        
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Ⅱ 連携・交流事業 

 
２）他大学交流事業 

 

他大学交流事業１  

令和 3年度 多職種メディカルケアチーム医療教育 

（MMeCTE : Multidisciplinary Medical Care Team Education） 

 
担 当 者：食物栄養学科 専任講師 山田紀子 

主 催：岐阜大学医学教育開発研究センター 

開催日時：令和 3年 11 月 8 日（月）9：00～12：00 

会   場：Web 開催 

受講者数：食物栄養学科 2年生 42 名 

 

 

実際の医療現場では、チーム医療が必須であり、メディカルケアチーム（多職

種連携チーム）をつくり、患者の治療やサポートを行っている。多職種メディカ

ルケアチーム医療教育（MMeCTE : Multidisciplinary Medical Care Team 

Education）として、平成医療短期大学・岐阜薬科大学・岐阜大学・朝日大学・朝

日大学歯科衛生士専門学校と本学の学生が、チーム医療を体験する共同授業に参

加しました。昨年同様今年度もコロナウイルス感染拡大防止に対応し、Web での

開催となりました。 

医師、歯科医師、看護師、理学療法士、作業療法士、視機能訓練士、薬剤師、

歯科衛生士、栄養士をめざす学生で構成されるグループが編成され、課題（脳梗

塞、糖尿病、高血圧を患う高齢の方の退院準備カンファレンス）に取り組みまし

た。 

今回の体験を通して、医療の中での栄養管理の必要性を確認することができ、専

門分野を学ぶ学生との交流で、多職種の方の視点や考え方を知り、自分たちとは違

った見方や考え方を知ることができます。また、医療の中での栄養管理の必要性を

確認することができ、栄養士を目指す学生にとって、将来につながる経験となって

います。 
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Ⅱ 連携・交流事業 

 
２）他大学交流事業 

 

他大学交流事業２  岐阜薬科大学との連携授業 

 
担 当 者：食物栄養学科 准教授 山田紀子 

主 催：岐阜薬科大学 岐阜市立女子短期大学 

開催日時：令和 3年 11 月 12 日（金）13：00～14：30 

会   場：Web 開催 

受講者数：総合臨床薬学受講者 

 

 

岐阜薬科大学との連携授業で、岐阜薬科大学「総合臨床薬学」の講義として

「生活習慣病における食事療法の意義」について Web 配信による講演を行いまし

た。講演後の質疑応答では、学生から活発に質問がありました。岐阜薬科大学の

先生より学生の興味を引く内容であったとの講評でした。 
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Ⅱ 連携・交流事業 

 
２）他大学交流事業 

 

他大学交流事業３ 

岐阜大学応用生物科学部との連携教育～家畜飼育と衛生管理の実際～ 

 
主 催：岐阜大学応用生物科学部、岐阜市立女子短期大学 

開催日時：令和 3年 11 月 12 日（金）8：40～16：40 

会   場：岐阜大学応用生物科学部附属家畜衛生地域連携教育センター（GeFAH）・ 

     岐阜フィールド科学教育研究センター 

受講者数：食物栄養学科 2 年生 42 名 

担 当 者：食物栄養学科 准教授 堀 光代 、 助手 渡邉優子 

 

平成 27 年度から食物栄養学科の学生を対象として岐阜大学との連携教育を継続して行

っている。昨年度はコロナ禍のため中止となったが、今年度は感染症対策を十分に行って

実施することができた。ただ、今年度は鶏舎の見学ができないため、これまで継続してき

た牛舎の見学、加工実習（バター作り）に加えて農場の見学を行うプログラムを組み、42

名を 3 グループ（A，B，C）に分けて実施した。 

当日学生はまず岐阜大学応用生物科学部附属家畜衛生地域連携教育センター（GeFAH）と

岐阜フィールド科学教育研究センターを訪問した。岐阜大学の教員から「岐阜大学農場の

概要」と「草からミルクができるまで」の講義を受講し、続けて岐阜県中央家畜保健衛生

所の職員から防護服の着用についての説明を受けた後、実際の着用方法を学んだ。 

次に全員が講義室からフィールドセンターに移動し、グループ別のプログラム 

を実施した。Aグループは、防護服を着用し、牛舎の見学を行った。乳牛の飼育方法と衛

生管理等を担当者から聞き、実際に牛と触れ合う時間を楽しんだ。B グループは、加工実

習室に移動し、白衣などの準備を整えた後、担当者から説明を受け、各自持参したペッ

トボトルを用いてクリームをバターにする工程を体験した。C グループは、農場の見学を

行い、担当者からスマート農業などの説明を受けた。学生はこれらの３つのプログラム

を、時間を区切りながら行った。 

 学生からは「これまで何気なく使っていた牛乳と牛の管理について理解できた。」「命 

の大切さを改めて知ることができ、感謝する気持ちを持つことができた。」などの感想が 

聞かれた。栄養士養成校に在籍する学生にとって動物や野菜の生産、管理、安全性につ 

いて理解し、「食に対する安全」を再認識するとともに、知識を深める貴重な体験となっ 

た。 

実施に向けてお世話になった関係各位の皆様に感謝を申し上げる。 
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Ⅱ 連携・交流事業 

 
２）他大学交流事業 

 

他大学交流事業４ 

オンライン海外セミナー『イノベーションアカデミーによるフライブ

ルク環境先進事例視察』 

 
担 当 者：生活デザイン学科 助教 柴田 佐和子、准教授 畑中 久美子 

開催日時：令和 4年 2月 10 日（木）、令和 4年 2月 18 日（金） 16:00～17:30 

会 場：オンライン 

接 続 先：フライブルグ（ドイツ） 

参加人数：58 名（2月 10 日 34 名、2月 18 日 24 名） 

 

 コロナ禍において、実際に海外へ渡航する形式での海外研修が困難であることか

ら、本年度は初めての試みとして、オンライン形式での海外研修を実施した。環境

先進都市であるドイツ・フライブルグの非営利団体「イノベーションアカデミー」

とリモート接続し、現地の環境に対する取り組みや都市の様子などをリアルタイム

に聞くことができた。 

主なセミナーの内容は下記の通りである。 
 
・グリーンシティーに対する期待度の調査 
・イントロダクション サスティナブルシティとしてのフライブルク過去、 
現在、未来 
・エコ＝フレンドリーホテルに対する期待度の調査について 
・Hotel Victoria の取り組み（ホテルオーナーのビデオインタビュー） 
・クイズ 
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Ⅱ 連携・交流事業 
 

２）他大学交流事業 

 

他大学交流事業５ 

2022 年 大垣ファッションフェスティバルファッションデザイン画 

コンテスト 

 

担 当 者：生活デザイン学科 助 教 柴田 佐和子、教 授 福村 愛美 

准教授 中谷 友机子、准教授 太田 幸一 

主 催：学校法人平野学園、ヴィジョンネクスト情報デザイン専門学校 

     清凌高等学校 

開催日時：令和 4年 2月 19 日（土） 13：30～14：30 

会   場：オンライン中継（YouTube） 

参加者数：生活デザイン学科 FD１年生 8名 

 

昨年度に引き続き新型コロナウイルス感染防止のため、デザイン画のみの募集・

審査での実施となり、最終審査会はオンラインで開催された。ファッションデザイ

ン画コンテストのテーマは『いつか行きたい旅先で』で、応募されたデザイン画の

中から入賞作品の発表および講評がオンラインで中継され視聴した。 

本学 FD 一年生 8名が応募した中、清水咲花と堀優花が「奨励賞」を受賞した。 
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Ⅱ 連携・交流事業 

 
２）他大学交流事業 

 

他大学交流事業６  

高校生のための街なかオープンカレッジ 2021 in 関 

 
担 当 者：岐阜大学地域科学部 教授 富樫幸一、助教 甲斐智大 

     生活デザイン学科 講師 臼井直之 

     生活デザイン学科  建築・インテリア専修 2年  

           酒井杏樹、高井沙野花、加藤咲、濵田野乃香、河合優実 

 

主 催：岐阜市立女子短期大学・岐阜大学地域科学部（連携事業） 

開催日時：令和 3年 8月 7日（土）10：00～15：00 

会   場：関市役所など 

受講者数：約 13 名 

 

高校生が大学での学びを体験しながら、地域との関わり方を考えることを目的と

したオープンカレッジを開催した。 

午前の部では，関市善光寺住職、関市市民活動センター職員、大学教員によるク

ロストークを行なった。午後からは、関氏の中心市街地の各所をめぐり、その後ワ

ークショップ形式で気づいたことを共有した。ワークショップに際しては、建築・

インテリア専修 2年生の 5人がファシリテーターを行った。 

高校生は、この体験を通して関市のことを知り、また地域や大学での学びに対し

ての関心を深めていた。 
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Ⅱ 連携・交流事業 

 
２）他大学交流事業 

 

他大学交流事業７  

高校生のための街なかオープンカレッジ 2021 in 東美濃 

 
担 当 者：生活デザイン学科 講師 加藤祥子 

主 催：岐阜市立女子短期大学・岐阜大学地域科学部（連携事業） 

開催日時：令和 3年 10 月 17 日（日）10：30～15：00 

会   場：岩村コミュニティセンター 

受講者数：約 15 名 

 

 

高校生が地域をフィールドに大学での多彩な学び方を体験できるオープンカレ

ッジを開催した。 

午前の部では、担当者から「環境共生に向けたストック形成－古い建物を利活用

できる仕組みを作って、環境にやさしい社会へ」の講義を行い、さらに城下町ホッ

トいわむら会長の佐々木氏による「まちづくり計画～誇れる町、賑わう町、潤える

町へ～」についての講義を行った。その後、岐阜大学学生による大学での学びにつ

いての紹介や岐阜大学教員による高校と大学の学びの違いについての話があった。 

午後の部では，岩村の城下町（重要伝統的建造物群保存地区）の街歩きを行い、

コミュニティセンターで高校生たちはグループに分かれて意見を出し合った。 

高校生は、体験を通して、地域や大学での学びに対しての関心を深めていた。 
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Ⅱ 連携・交流事業 

 
３）産官学連携事業 

 

産官学連携事業１ 

 

岐阜市女性センター発行『ぎふし男女共同参画情報誌「織」19 号』の

企画編集 

 
担 当 者：国際文化学科 教授 川上 新二 

主 催：岐阜市女性センター 

時  期：令和 3年 7月 14 日（水）～ 令和 4年 2月 2日（水） 

参 加 者：国際文化学科 2年生 4名 

 

岐阜市女性センターが発行する、ぎふし男女共同参画情報誌「織」19 号の企画・

編集を行った。テーマを「自分らしく働く」として、自動車整備士として働く女性、

医師として働く女性の 2 名にインタビューして作成した。「織」19 号は令和 4 年 3

月に発行された。 
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Ⅱ 連携・交流事業 

 
３）産官学連携事業 

 

産官学連携事業２ オンライン講座「防災非常食作り」 

 
担 当 者：食物栄養学科 専任講師 長屋 郁子 

助手   渡邉 優子、酒井 千恵、黒木 由希子 

主 催：（公財）岐阜市国際交流協会 

開催日時：令和 3年 7月 25 日（日）、8月 1日（日） 

会   場：本学栄養指導 Lab（オンライン配信） 

参加者数：22 名 

 

食物栄養学科 2 年生 3 名が、（公財）岐阜市国際交流協会、岐阜市都市防災部と

ともに「オンライン講座 防災非常食作り」を開催し、調理実習をとおして地域交

流する機会を得た。講座では、日頃からの食の備えとして「ローリングストック」

の大切さを伝え、災害時にも対応できるパッククッキングで、オリジナルレシピ「コ

ーン蒸しパン」の作り方を紹介した。オンライン越しに参加者にも一緒に調理、試

食してもらい、調理の様子や感想をやり取りしながら進行した。 

講座には、岐阜市内在住の外国人計 22 名が参加され、やさしい日本語に加え、

英語、ベトナム語、中国語、タガログ語の通訳を交えてすすめた。夏休みの日曜日

ということもあり、子どもから大人まで、男女問わず参加していただくことができ

た。調理の合間には、岐阜市都市防災部やボランティアの方による防災クイズも行

い、和やかな雰囲気の中で、お互いに防災の意識を高める機会となった。自助の定

着を目的とした防災講座だからこそ、各家庭で実際に調理していただくことに大き

な意義があり、オンラインによる実習の今後の可能性を知るよい機会となった。 
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Ⅱ 連携・交流事業 
 

３）産官学連携事業 

 

産官学連携事業３  

岐阜市食生活改善普及月間「健康ランチメニュー」の開発 

 

担 当 者：食物栄養学科 専任講師 長屋 郁子 

助手   渡邉 優子、酒井 千恵、黒木 由希子 

主 催：岐阜市保健所健康増進課 

開催日時：令和 3年 9月 14 日（火）～10 月 10 日（日） 

会   場：ぎふ食と健康応援店 岐阜市則武東「Chowdy（チャウディ）」 

参加者数：食物栄養学科 2年生 3 名 

 

厚生労働省では、毎年 9 月の 1 か月間を「食生活改善普及運動月間」としてい

る。本事業は、岐阜市保健所健康増進課による食生活改善普及運動の一環として、

「食事をおいしく、バランスよく」を基本テーマに、自宅で食事を楽しむための「主

食・主菜・副菜を揃えた食事」、「野菜摂取量の増加」、「食塩摂取量の減少」及び「牛

乳・乳製品の摂取習慣」の定着を目標に取り組んだ。本学食物栄養学科 2年生の 3

名が、岐阜市保健所健康増進課と、“ぎふ食と健康応援店”の１つである「Chowdy」

と協働で開発した「野菜たっぷり地産地消・健康メニュー」を「Chowdy」にて Weekly 

Lunch として提供した（店内提供 80 食・テイクアウト 71 食：合計 151 食）。 

メニューは試作・検討を重ね、地場産である山川醸造株式会社のたまり醤油と株

式会社芋慶の岐福（ぎふ）味噌をはじめ、食材には岐阜県産食材を使用し、食事の

バランスや望ましい野菜摂取量及び食塩摂取量に配慮して完成させた。工夫した点

は、作成したメニューブックやレシピカードに掲載し、家庭の食生活にも取り入れ

てもらえるよう情報提供した。さらに、新型コロナウイルス感染症を想定した「新

しい生活様式」における栄養・食生活のポイントも踏まえ、感染予防に配慮して実

施した。参加した学生にとっては、食に関する知識に加え、食を提供する立場での

考え方や注意点についても理解を深める貴重な機会となった。なお期間中、ケーブ

ルテレビや岐阜新聞、学科 HP 及び Instagram に掲載し紹介した。 
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Ⅱ 連携・交流事業 

 
３）産官学連携事業 

 

産官学連携事業４ 令和 3年度 翔工房への参加 

 
担 当 者：生活デザイン学科 助教 柴田佐和子、教授 福村 愛美、 

准教授 中谷 友机子、准教授 太田 幸一、 

主 催：（公財）一宮地場産業ファッションデザインセンター 

開催日時：令和 3年 5月 31 日（月）～ 令 4年 2月 18 日（金） 

会   場：一宮地場産業ファッションデザインセンター 他 尾州産地 
参加者数：1名 

  

翔工房は、愛知県一宮市にある公益財団法人一宮地場産業ファッションデザイン

センターが主催する人材育成事業のひとつで、通算 13 回目を迎える中で、本学の

参加は 10 回目である。今年度は、コロナ禍の中、書類審査(7 月上旬)の結果、14

名が選出され事業に参加した。本学では、生活デザイン学科ファッション専修 2年

の学生 3 人が応募しその中の 1 人が選出され、中津杏菜が参加することに決まっ

た。数回の合同ミーティング、各々の匠講師と受講生のテキスタイルに関する打合

せを経て素材製作がされ、学生による衣装製作が行われた。最終作品は、令和 4年

2月 17 日～18 日に開催された、尾州テキスタイルの総合展「THE 尾州」での展示

と、動画が公開された。「稲葉の城」のテーマで参加した学生は、表と裏が異なる

色で色合いも瓦のイメージに合わせて様々な色を使ったテキスタイルを提案し、壁

面のざらざらとした感じを表現した。翔工房の匠講師は、森田史郎氏である。 
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Ⅱ 連携・交流事業 

 
３）産官学連携事業 

 

産官学連携事業５ 令和 3年度 ものづくりマイスターの実技指導の

講座「婦人服の縫製」と「和裁」への参加 

 
担 当 者：生活デザイン学科 教授 福村 愛美、助教 柴田佐和子、 

准教授 太田 幸一、准教授 中谷 友机子 

講師 臼井 直之 

主 催：岐阜県職業能力開発協会  

開催日時：令和 4年 1月 19 日（水）～ 令和 4年 2月 17 日（木） 

会   場：岐阜市立女子短期大学  
参加者数：18 名 

 

岐阜県職業能力開発協会主催の技能検定に向けた、ものづくりマイスターの実技

指導の講座で、生活デザイン学科 FD 専修の 1 年生 8 人が「婦人服の縫製」を三石

寿美講師に本学で指導していただいた。 

学生も熱心に取り組み完成することができ、縫製の技術も上がってとても有意義

な講習であった。学生は作品が完成して達成感を感じており、もっと経験値を上げ

るためにさらに縫製の技術を磨きたいと思った。     

FD 専修 2 年生は和裁の講座に 6 人参加した。講師は広瀬峰代先生に指導してい

ただいた。５回という短い期間にもかかわらず全員が作り上げることが出来た。全

部手縫いで完成させるには時間が少し厳しかったが、指導の先生が熱心に時間も気

にせず楽しく教えて頂き、学生も充実した時間を過ごせたと思う。  
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Ⅱ 連携・交流事業 

 
３）産官学連携事業 

 

産官学連携事業６ 

羽島市、テキスタイルマテリアルセンター（岐阜県毛織工業協同組

合）、岐阜市立女子短期大学の３者産学連携・人材育成研修  

 
担 当 者：生活デザイン学科 准教授 中谷友机子、准教授 太田幸一 
     教授 福村愛美、 助教 柴田佐和子 
主 催：羽島市、テキスタイルマテリアルセンター、生活デザイン学科 FD 専修 

開催日時：令和 3年 11 月 11 日（木）12：30～17：30 分頃迄 

会   場：①葛利毛織株式会社 

     ②艶清興業株式会社 

受講者数：学生 20 名 1 年生・2年生合同（教員引率 4名） 

 

生活デザイン学科の専門教育科目である「ファッションビジネス論」「服飾文化

史」を受講している FD1 年生と、「アパレルマーチャンダイジング」を受講してい

る 2年生の学外研修として、①葛利毛織株式会社、②艶清興業株式会社の 2工場に

決定し、1年生 2年生合同の工場研修を実施しました。 
 ①葛利毛織株式会社について 
  尾州産地の繊維産業界で、創業 100 年として現在もなお、上質なテキスタイル 
 にこだわり、その高度な製法と技術・技法によって、丁寧につくりこまれた生地 
 製作の工程を見学させて頂きました。上質な生地製作ができる「ションヘル織機」 
を主流に製作されているプロセスや、製作された様々な上質素材を実際に触らせ 
て頂き、学生たちはアパレル制作においてテキスタイルの重要性を実感していま 
した。 
②艶清興業株式会社について 
 アパレル産業界は、織物をさらに風合い良く、着心地良く、デザインやアイテ 
ムの関係性おいて、常に素材研究開発をしています。艶清興業株式会社は、テキ 
スタイルの特徴を考慮しながら、染色整理加工の技術によって素材の向上に努め 
ている工場です。様々な染色整理加工技術の工程を詳細に説明して頂きました。 
日頃、学生たちが何気なく着ているアパレル素材が、染色整理加工の技術で、 

適切な風合いや着心地になっている現実を、学生たちは実感し理解していました。 
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Ⅱ 連携・交流事業 

 
３）産官学連携事業 

 

産官学連携事業７ 

あんしんつながりステーション岐阜駅東の壁面装飾 

 

 
担 当 者：生活デザイン学科 准教授 小川 直茂 

実施期間：令和 3年 9月 27 日（月）～12 月 20 日（月） 

参加者数：生活デザイン学科 1 年生 7 名 

 

生活デザイン学科・グラフィックデザイン研究室で、岐阜市市民協働推進部およ

び岐阜市女性センターとの連携事業として、コロナ禍によって困難や不安に直面し

た女性への支援活動を展開する「あんしんつながりステーション」の壁面装飾プロ

ジェクトに取り組んだ。 

 より多くの女性の方々に気軽にご来館いただき、安心して過ごしていただくこと

をめざして、学生 7名の協働体制で空間演出のコンセプトや表現手法を考え、提案

へとつなげた。「互いに繋がり、支え合う」というメッセージを込めた唐草モチー

フの壁画制作や、来館者を温かく出迎えるフェルトフラワーの装飾設置を実施した。 
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Ⅱ 連携・交流事業 
 

３）産官学連携事業 

 

産官学連携事業８ 岐阜市役所 市庁舎 授乳室の壁画制作（第 2期） 

 

担 当 者：生活デザイン学科 准教授  奥村 和則 

 准教授  小川 直茂 

 専任講師 坂本 牧葉 

 助手   深尾 茉里 

実施期間：令和 3年 12 月 10 日（金）～令和 4年 2月 22 日（火） 

参加者数：生活デザイン学科ヴィジュアル専修 1 年生 13 名 

 

昨年度に引き続き、岐阜市役所新庁舎授乳室のペインティングプロジェクト（壁

画制作）に取り組んだ。今年度は、2階の授乳室 2室を制作対象とした。 

1 階授乳室のデザインコンセプトを踏襲し、岐阜の山川を象徴的にあらわしたラ

インアートと岐阜にゆかりのある動植物のシルエットイラストレーションをパス

テル調の柔らかいトーンで描いた。令和 4年 2月に、ヴィジュアル専修の教員 4名

と学生 13 名の制作体制で下描き／彩色作業に取り組み、令和 4 年 2 月 22 日（火）

に制作が完了した。 
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Ⅱ 連携・交流事業 

 
３）産官学連携事業 

 

産官学連携事業９ 令和 3年度 清流の国ぎふブライダル協議会のロ

ゴマークのデザインコンテスト 

 
担 当 者：生活デザイン学科 教授 福村 愛美、 

准教授 太田 幸一 

主 催：清流の国ぎふブライダル協議会  

開催日時：令和 3年 12 月 1 日（水）～ 令 4年 2月 16 日（水） 

会   場：サン・ワード株式会社 
参加者数：2名 

  

2021 年 10 月 1日に岐阜県下 18企業 29会場のブライダル企業とホテルが加盟す

る「清流の国ぎふブライダル協議会」が設立・発足された。協議会のシンボルとし

て、ブライダルの PR に繋げると共に、「ぎふ」で結婚式を挙げる人々に親しまれる

様なロゴマークの募集が行われた。 

（清流の国ぎふブライダル協議会の目的） 

・生まれ育った地で結婚式をする魅力を発信 

・業界雇用の創出と女性が活躍する労働環境を構築 

・結婚・結婚式・披露宴の魅力を次世代に継承 

・新スタイルの結婚式や多様性に対応し。新たな結婚式を創造 

・官・学連携を深め、少子化対策や社会貢献に寄与 

この募集に対して生活デザイン学科 1 年生 2 名が応募した。応募者の中から FD

専修 1年生の市川詩月のロゴマークのデザインが採用された。さらに打ち合わせを

重ねた上で完成されたロゴマークはホームページで発表され関連各社で使用され

る予定である。 
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Ⅱ 連携・交流事業 

 
３）産官学連携事業 

 

産官学連携事業１０  

令和 3年度 モレラ岐阜のユニフォームロゴのデザイン提案 

 
担 当 者：生活デザイン学科 教授 福村 愛美、准教授 太田 幸一、 

助教 柴田佐和子、准教授 中谷 友机子 

主 催：モレラ岐阜  

開催日時：令和 3年 10 月 1 日（金）～ 令和 4年 2月 1日（火） 

会   場：モレラ岐阜  
参加者数：4名 

  

岐阜県本巣市の商業施設のモレラ岐阜のシルバースタッフのユニフォームのロ

ゴのデザインを依頼され、福村研の課題研究の 1年生４名がプロジェクト事業に参

加した。本学で、数回の合同ミーティング、ロゴのデザインに関する打合せを経て

ロゴが共同製作され、モレラ岐阜の製作スタッフによりユニフォーム製作が行われ

た。最終作品は、令和 4年 2月 1日にお披露目された。お披露目会には畑中学長に

も参加していただいた。取材は中日新聞、岐阜新聞、ケーブルテレビ２社に取材を

受けた。中日新聞は翌日に掲載され岐阜新聞も後日掲載された。ケーブルテレビも

数回放送された。スタッフには大変好評であるとのことであった。 
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Ⅱ 連携・交流事業 

 
３）産官学連携事業 

 

産官学連携事業１１ 岐阜県花き振興企画コンペティションへの参加 

 
担 当 者：生活デザイン学科 専任講師 臼井 直之 

     建築・インテリア専修 2 年生 5名 

主 催：岐阜県農政部、ぎふ花と緑の進行コンソーシアム  

開催日時：令和 3年 10 月 15 日（金） 

会   場：ホテルパーク 
参加者数：5名 

  

｢令和三年度岐阜県花き進行振興コンペティション｣は、岐阜県およびぎふ花と緑

の振興コンソーシアムが主催し、花や緑のある豊かな生活の提案に向けたアイデア

を募集したものである。 
応募総数は 30 件であり、審査は提案書審査（1 次審査）を通過した 10 組による

プレゼンテーション（2 次審査、会場はホテルパーク「鶴の間」）を経て行われた。

その結果、生活デザイン学科臼井研究室の 5 名からなるグループは、理事長賞を受

賞した。 
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Ⅱ 連携・交流事業 

 
３）産官学連携事業 

 

産官学連携事業１２ ウォールアートの制作 

 
担 当 者：生活デザイン学科 専任講師 臼井 直之 

主 催：株式会社坂口捺染  

開催日時：令和 3年 10 月 27 日（水）～ 令 4年 3月 4日（金） 

会   場：株式会社坂口捺染 
参加者数：9名 

  

 岐阜市西郷地区に拠点を置く株式会社坂口捺染は、子供達の放課後の学びの場

を提供する新たな事業を始めた。特別支援学校やこども園を巻込みながら、西郷

地区の地域起こしをしようと奮闘している。その流れの中で、自社工場の景観

を、明るく地域に愛されるものとしたいと相談を受けた。 
 建築・インテリア専修の 9 名が議論しながら原画を作成した。そして、それを

数日間かけて工場の外壁に描いた。完成後は、地域の人の写真スポットとなって

いるほか、子供達が身長を測る、絵の中に隠れた動物を探す、といった遊べる壁

となっている。 
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Ⅱ 連携・交流事業 

 
３）産官学連携事業 

 

産官学連携事業１３  

無印良品、岐阜県農政部、JA ぎふとのワークショップ 

 
担 当 者：生活デザイン学科 専任講師 臼井 直之 

     建築・インテリア専修 2年生 6名 

主 催：株式会社良品計画、岐阜県農政部、全農ぎふ、岐阜市立女子短期大学臼 

井研究室  

開催日時：令和 4年 2月 16 日（水）、令和 4年 3月 13 日（日） 

会   場：カラフルタウン岐阜 
参加者数：来場者合計約 40 人 

  

 無印良品カラフルタウン店、岐阜県農政部園芸振興課、全農ぎふ、岐阜市立女

子短期大学臼井研究室が、花き振興と地域の人とのつながりの強化を目指して行

なった事業である。 
 本学の学生は、無印良品の商品と花きとを組み合わせた商品の提案と、それら

の空間展示の提案、および市民向けワークショップを行なった。 

 行政、民間企業との打ち合わせや、市民向けワークショップの経験は、学生た

ちにとっても貴重な学びの機会となった。 
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Ⅱ 連携・交流事業 

 
４）高大連携事業 

 

高大連携事業１「中国文化論」 

 
主 催：国際文化学科 

開催日時：令和 3年 4月 12 日（月）～7月 26 日（月）14：40～16：10 

会   場：岐阜市立女子短期大学 

受講者数：51 名（国際文化学科 1年生 32 名、岐阜市立岐阜商業高校 19 名） 

 

この講義は中国の少数民族、食文化、茶文化、大衆文化などの側面から中国を観

察し、中国式の考え方、中国の文化に触れてもらうことを目的としている。中国に

は漢民族以外に 55 の少数民族があり、それぞれの民族は独自の文化や習慣を持っ

ている。 
 この科目は、岐阜市立岐阜商業高校との連携授業で、同校から 19 名の生徒が教

員 1 名の引率で本学へ来学し、国際文化学科 1 年生と共に受講した。最終回の授業

アンケートによると、大学生からは「高校生と一緒に授業をうけるのがとてもいい

経験」、「高校生の積極的な姿勢や、高校生ならではの視点や発想が聞けて面白かっ

たし、より理解が深まった」、「高校生は明るくより楽しい授業になった」という意

見が圧倒的であり、一方、高校生からは「大学の雰囲気や授業がよくわかった」、

「高校では習わないことや詳しいことを学べる」などの意見が得られ、高大連携授

業に対して双方から高い評価が得られた。しかし、前年度に続きコロナの影響で、

例年より教室での交流が少なかったことがとても残念であった。今後、学生と高校

生がもっと交流できるよう、工夫する必要がある。 
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Ⅱ 連携・交流事業 

 
４）高大連携事業 

 

高大連携事業２ 「初級中国語Ⅱ」合同発表会 

 
主 催：国際文化学科 

開催日時：令和 4年 1月 13 日（木）9：00～10：30 

会   場：岐阜市立女子短期大学 

受講者数：32 名（国際文化学科 1年生 16 名、岐阜市立岐阜商業高校 18 名） 

 

令和 4年 1月 13 日、「初級中国語Ⅱ」を履修している本学国際文化学科 1 年生 A
クラスの学生と、岐阜市立岐阜商業高校経営管理科 2 年生の生徒が、中国語合同発

表会を行った。発表内容は事前に大学生と高校生に知らせ、暗記してもらった。発

表は一人 2 分以内で、高校生も大学生も発表を積極的に準備し、熱心に参加してい

た。 
発表後のアンケート調査では、良かった点として「勉強してきたことを共有する

ことができてよかった」、「自分よりうまい人がたくさんいて、刺激になった、もっ

と勉強したいと思った」、「他の人の発表を聞き取ることができた」、「いつもより緊

張感をもっての発表会になった」などが挙げられていた。 
改善点としては「もっと交流がしたい」、「もっと少人数のグループに分けて発表

するとアドバイスなどもしやすい」、「合同発表だけではなく、授業も一緒に受けて

交流したらいいと思う」といったさらなる交流を求める意見が多く挙げられていた。 
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Ⅱ 連携・交流事業 

 
４）高大連携事業 

 

高大連携事業３ 「中級中国語会話Ⅱ」合同発表会 

 
主 催：国際文化学科 

開催日時：令和 4年 1月 24 日（月）14：40～16：10 

会   場：岐阜市立女子短期大学 

受講者数：32 名（国際文化学科 2年生 14 名、岐阜市立岐阜商業高校 18 名） 

 

令和 4年 1月 24 日、「中級中国語会話Ⅱ」を履修している本学国際文化学科 2 年

生の学生と、岐阜市立岐阜商業高校経営管理科 3 年生の生徒が、中国語合同発表会

をオンラインで行った。発表にはパワーポイントを用い、一人でのプレゼンテーシ

ョン形式やグループによる会話形式で行われた。発表後のアンケート調査では「パ

ワーポイントによる説明があり、より発表の内容を理解することができた」、「内容

が自由なので、さまざまな発表があって面白かった」などの意見が挙げられ、発表

形式への評価が高かった。 
今回はコロナ対策のためオンラインでの開催を試みたが、学習成果の発表とい

う点においては対面との差を感じることなく交流手段として有効であり、今後、

海外学生との交流会を企画するきっかけにもなった。 
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Ⅱ 連携・交流事業 

 
５）出張講座 

 

出張講座１ 「ファッションワンポイント①」講座 

 
講 師 名：生活デザイン学科 准教授 中谷友机子 

開催日時：令和 3年 10 月 4 日（月）14：00～15：10 分迄 

会   場：中央公民館 羽島郡岐南町八剣 7丁目 107 番地 

受講者数：14 名 

 

「もっと輝く！シニアのためのファッションワンポイント講座」①をテーマに、

特にシニア世代を中心に講義をさせて頂きました。 

 講義内容としては、 
⑴カラーコーディネートの重要性について 
⑵2021～2022 秋冬ファッション情報について 
⑶マフラーの巻き方 
⑷その他、ファッションワンポイント情報 

 上記の内容で講義を進行しました。受講者の方々は熱心に聞き下さり、特にマフ

ラーの巻き方では、とても勉強になったと何回も練習をされていました。 
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Ⅱ 連携・交流事業 

 
５）出張講座 

 

出張講座２ 「ファッションワンポイント②」講座 

 
講 師 名：生活デザイン学科 准教授 中谷友机子 

開催日時：令和 3年 11 月 10 日（水）14：00～15：10 

会   場：三宅町民センター  羽島郡岐南町三宅 6丁目 93 番地 

受講者数：８名 

 

 「もっと輝く！シニアのためのファッションワンポイント講座」②をテーマに、

特にシニア世代を中心に講義をさせて頂きました。 

 講義内容としては、 
⑴カラーコーディネートの重要性について 
⑵2021～2022 秋冬ファッション情報について 
⑶マフラーの巻き方 
⑷その他、ファッションワンポイント情報 

 上記の内容で講義を進行しました。 
 
 この講座は 10 月 4 日㈪に第 1回目を実施し、今回で２回目の講座となります。 
２回目を終え、受講者の方々はファッションに凄く興味があるという事 
がわかりました。特にカラーに関しては、いつまでも若々しく居たいという願望、 
明るめのカラーでコーディネートをしたいという様子が理解できました。 
出来るだけ綺麗なカラーでコーディネートを仕上げ、その年の流行色も把握し、 

少し取り入れながらファッションを楽しむ、そういう傾向が強いことも認識できま

した。しかし、マフラーの巻き方については、まったくご存じ無い様子でした。 
マフラーの巻き方でファッションコーディネートは素敵に変容できます。受講者 

の方々は、様々な巻き方を何回も練習されて、コーディネートの一環として理解し、

楽しんでおられました。 
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Ⅱ 連携・交流事業 

 
５）出張講座 

 

出張講座３ 「ファッションコーディネートテクニック／視覚からフ

ァッションを考える」講座 

 
講 師 名：生活デザイン学科  准教授 中谷友机子 

開催日時：令和 3年 7月 26 日（月）13：00～15：00 

会   場：視覚障害者生活情報センターぎふ 岐阜アソシア ３F 大会議室 

受講者数：約 20 名 

 

「視覚障害者生活情報センターぎふ」は、社会福祉法人「岐阜アソシア」が運営

する施設です。視覚障害者とともに生きる社会を実現するために、様々な生活情報

の提供を行われています。今回は、視覚障害者の方々に「ファッションコーディネ

ートテクニック／視覚からファッションを考える」をテーマに、ファッションコー

ディネートに関わるテキスタイルの見極め方、特徴、知識などを講義させて頂きま

した。その後、ニードルフェルト技法で、ウール地に羊毛を付着させ、オリジナル

な羊毛柄の膝掛けを制作して頂きました。 

テキスタイルの見極め方としては、約 20 種類の素材を集め、各素材に触って確

認して頂きました。それらの素材が春夏秋冬の何シーズンに適しているのか、各素

材の特徴・知識を説明させて頂き、ファッション・アパレルにとって素材の重要性、

さらに、素材とコーディネートの関わりなどを説明いたしました。視覚障害者の

方々は、とてもお洒落な方が多く、目では見えてないですが、素材の知識はよくご

存じで驚きました。やはり（素材）触れるという確認行動が、知識を豊かにされて

いることに認識できました。 
オリジナルな柄の膝掛け制作としては、各視覚障害者の方に介助者がおられ、お

二人共同で制作されました。とても熱心に制作されて素敵な作品が完成しました。

視覚障害者の方々は、完成作品に満足されて、前向きな方々ばかりでした。 
この講座を機会に今後も本学の地域貢献として活動していきたいと考えます。 

 




